
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月３日（木）に、3年振りとなる「牧

っこ秋まつり」が開催されました。開会の挨

拶でも話をしましたが、この「牧っこ秋まつ

り」には、牧区の住民総出で子どもだけでな

く、大人も祭りを楽しもうとの願いが込めら

れています。小中合同文化祭は、その中に位

置付けられ、児童生徒の日頃の学習や活動の

成果を総合的に発展させ、発表し合い、互い

に鑑賞する場となっています。今年度は、ど

の学年も総合的な学習の時間、生活科で学ん

だことをストーリー性のある劇として発表

しました。発表では、小規模校や複式学級の

よさを生かして、一人一人に活躍の場があり、

他学年との協働する場面がありました。発表

を見たある方は「学習したことを掘り下げて、

自分たちが学んだ学びを自分たちの言葉と

体を使って表現していた」と感想を寄せてく

れました。自分たちの学びを発信した文化祭

を通して、子どもたちにとって学校は単なる

「勉強を教わる場」から「自ら考え、自ら学

び、自ら行動する場」になったと感じました。

そして、圧巻は中学生と一緒に踊った「よっ

ちょれ」です。年々児童生徒が減少していま

すが、その動きには磨きがかかってきていま

す。初めて体験する 1 年生も小さな体を大

きく使い、先輩方にも負けないパフォーマン

スを発揮してくれました。文化祭後は、地域

の文化に触れたり、地域の方が準備してくだ

さった縁日コーナー等で楽しんだりと、秋の

一日を牧っ子として満喫できました。 

上越市立牧小学校    第７号 

      学校だより  2学期秋の実り号 

牧っこ秋まつり  ～子どもも大人も皆、牧っこです～ 

【教育目標】  自ら考えよく学び、心豊かでたくましい子                   

気持ちを込めて、ダイナミックに踊った「よっちょれ」 



 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの10月 18日（火）に、「校内マラソン記録会」を開催しました。今年は、自分の

走力に合わせた「のびのびコース」と「チャレンジコース」の選択制として“昨日の自分を超

える”挑戦をしました。各コースのベストタイム記録者を紹介します。 

〔低学年のびのび 1000m〕 

   ５：12 

〔中学年のびのび 1300m〕 

   ６：57 

〔高学年のびのびA 2200m〕 

     12：00 

〔高学年のびのびB 2000m〕 

     11：39 

〔低学年チャレンジ 1200m〕 

    ６：12 

〔中学年チャレンジ 1500ｍ〕 

    ６：36 

〔高学年チャレンジA 2000m〕 

    8：47 

〔高学年チャレンジB 2500m〕 

       11：49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 26日（水）に、小川未明の本の読

み聞かせやペープサートを「うさぎの会」6

名の皆様から実施していただきました。１・

２年生には、「三匹のアリ」「きつねのおばさ

ん」「ものぐさじじいの来世」を、３～6 年

生には、加えて「黒い人と赤いそり」を読み

聞かせしていただきました。子どもたちは、

とても興味深く聞いていました。また、生誕

140 年を迎えた小川未明の生い立ちや小川

未明文学館の紹介についても話をしていた

だきました。日本のアンデルセンと呼ばれる

郷土の偉人に触れたひとときとなりました。 

校内マラソン記録会 ～ のびのび！ チャレンジ！～ 

小川未明生誕 140 周年 学校お話会 

【目指す子ども像】  考える子  本気を出す子  やり抜く子                



 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

2 回目の全校プロジェクトアドベンチャー

（PA）を〔Katman〕を招き、10 月 24 日

（月）に実施しました。今回もKatmanの楽

しいアクティビティ（ゲーム）で、人間関係づ

くりに取り組みました。冒頭、Katman から

「心も気持ちも温めて、みんなのことを考えな

がら楽しいことをしましょう」「遊びが学び。

遊びながら学ぶ。学びながら遊ぼう」との言葉

があり、その通りの楽しく学びの多い 2 時間

となりました。振り返りでは「自分を含めて、

友だちを大切にしながら一緒に参加できまし

たか？」の問いで、6月よりも肯定的な評価が

上がり（92％→100％）、当事者意識と相手意

識をもちながら PA を楽しんだことがうかが

えます。PAはPAの時間だけではありません。

学校生活全てが PAの時間です。「人を大切に

する力」を意識して普段の学校生活が送れるよ

うに、今後も様々な仕掛けをしていこうと考え

ているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月は、本校の「いじめ見逃しゼロ強調

月間」です。いじめ見逃しゼロスクール集会

では、各学級の「いじめ見逃しゼロ宣言」を

発表しました。「相手の気持ちを考えた言葉

遣いをする」「相手も自分も大切に」「自分が

されて嫌なことはしない」「友だちの話をよ

く聞いて、優しい言葉を遣う」と全校で共有

しました。何気ない言動で友だちを傷付けて

しまう子が残念ながらいます。“人を傷付け

る言葉は、まず自分を傷付けていく。人を勇

気付ける言葉は、自分を一番勇気付けていく”

ものです。利他の心で友だちを慮り、気持ち

よく学校生活を送れるよういじめ見逃しゼ

ロ宣言が実行されることを願っています。 

心を温め、気持ちも温め、みんなのことを考えよう。 

【身に付けさせたい「4つの力」】  1 .人を大切にする力  ２ .自分の考えをもつ力     

   

いじめ見逃しゼロスクール集会 ～ いじめ見逃しゼロ宣言 ～ 



 児童玄関を彩る“ビオラ”一人一鉢運動 ～優しい気持ちで～                            

緑の少年団の活動の一環として、「一人一

鉢運動」を展開しています。10月21日（金）

に縦割り班で、上学年が下学年の手伝いをし

ながらビオラを植えました。植えた鉢は、児

童玄関前に飾り、登校してくる子どもたちや

来校者を優しく迎えています。毎朝、子ども

たちが進んで水やりをしてくれている姿は

とても微笑ましく感じています。卒業式の会

場にも飾り、華やかな雰囲気づくりに役立て

たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 学校運営協議会 ～「相手の気持ちを考えられる牧っ子」に～                           

10月 20日（木）に、牧小学校運営協議会を開催しました。今回は「学校評価から目指す

牧っ子の姿」をテーマに熟議を行いました。『相手の気持ちを考えられる牧っ子』になっても

らいたいと家庭、地域、学校が連携した地域学校協働活動が大切と話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月の予定   今後変更される場合があります             

１日（木）全校朝会 委員会 

     5･6 年生薬物乱用防止教室 

  ２日（金）ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（SC）来校 

６日（火）SC 来校 

８日（木）個別面談① 

９日（金）個別面談② 

  22 日（火）２学期終業式 13:30 下校 

23 日（水）冬季休業 ～１月５日（木） 

１／６日（金）３学期始業式 13:30 下校 

 11 月 9日に上越市教育委員会から「新型コロナウイルス感染症対策の徹底について」が発出さ

れ、「最近の県内の感染者数は増加傾向にあり、今後インフルエンザとの同時流行により感染症の

感染者数がさらに増加していくことが懸念されている」とのことです。学校でも換気や密を避ける

等、感染予防に一層努めて参ります。また、「児童または同居家族に体調不良者（風邪症状等）がい

る場合は、登校を控えていただくこと。学校で体調不良が見られた場合は、できる限り速やかに保

護者に引き渡すこと」と市教委からの指示がありますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

【身に付けさせたい「４ つの力」】 ３ .自分を表現する力  4 .チャレンジする力          


